
（６）

社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄
与

す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

第
６
章
　
町
議
会

　（
議
会
の
役
割
）

第
　
条
　
町
議
会
は
、
町
民
を
代
表
す

16る
町
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
町

政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
思
決

定
を
行
い
ま
す
。

２
　
町
議
会
は
、
町
民
の
多
様
な
意
思

が
町
政
の
運
営
に
適
切
に
反
映
さ

れ
、
公
正
で
民
主
的
な
町
政
が
運
営

さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
及
び
け
ん

制
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
調
査
を

行
い
ま
す
。

　（
議
会
の
責
務
）

第
　
条
　
町
議
会
は
、
会
議
の
公
開
を

17原
則
と
し
、
開
か
れ
た
町
議
会
の
運

営
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
議
会
は
、
町
民
へ
の
情
報
提
供

等
に
よ
り
議
会
活
動
に
関
し
て
町

民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
責

任
を
負
い
ま
す
。

　（
議
員
の
責
務
）

第
　
条
　
議
員
は
、
町
民
の
信
託
に
応

18え
る
た
め
、
全
町
的
な
視
点
に
立
っ

て
公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行

し
ま
す
。

２
　
議
員
は
、
町
民
の
多
様
な
意
思
を

把
握
し
、
町
政
に
適
切
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
自
己
研
鑽
し
調
査
研
究
活

動
に
努
め
ま
す
。

　（
議
会
の
組
織
等
）

第
　
条
　
議
会
の
組
織
や
議
員
の
定

19数
等
に
つ
い
て
は
、
町
の
人
口
の
推

移
と
社
会
情
勢
及
び
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
議
会
の
役
割
を
十
分
に

考
慮
し
て
定
め
ま
す
。

第
７
章
　
町
長
等

　（
町
長
の
責
務
）

第
　
条
　
町
長
は
、
町
政
の
代
表
者
と

20し
て
、町
民
の
信
託
に
応
え
る
た
め
、

こ
の
条
例
の
理
念
に
則
り
、
公
正
か

つ
誠
実
に
職
務
を
執
行
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

２
　
町
長
は
、
町
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
行
政
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
、
町
民
と
共
有
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

３
　
町
長
は
、
職
員
を
適
切
に
指
揮
監

督
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

４
　
町
長
は
、
多
様
化
す
る
町
民
の
行

政
需
要
に
対
応
し
た
行
政
運
営
を

行
う
た
め
、
職
員
の
能
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

　（
執
行
機
関
の
責
務
）

第
　
条
　
町
の
各
執
行
機
関
は
、
所
掌

21事
務
に
つ
い
て
、
自
ら
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
こ
れ
を
公
正
か
つ
誠

実
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
町
長
の

総
合
的
な
調
整
の
も
と
、
執
行
機
関

相
互
の
連
携
及
び
協
力
を
図
り
な

が
ら
、
一
体
と
し
て
行
政
機
能
を
発

揮
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

   （
職
員
の
責
務
）

第
　
条
　
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と

22し
て
、
法
令
を
遵
守
し
、
公
正
か
つ

誠
実
に
職
務
の
執
行
に
努
め
ま
す
。

２
　
職
員
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

能
力
の
開
発
と
自
己
啓
発
に
努
め

ま
す
。

３
　
職
員
は
、
自
ら
も
町
民
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
積
極
的
に
地

域
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

   （
行
政
組
織
）

第
　
条
　
町
の
行
政
組
織
は
、
町
民
に

23わ
か
り
や
す
く
、
効
率
的
か
つ
機
能

的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
及
び
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
よ
う

編
成
し
ま
す
。

   （
審
議
会
等
）

第
　
条
　
町
は
、
審
議
会
、
審
査
会
、

24調
査
会
そ
の
他
の
附
属
機
関
及
び

こ
れ
に
類
す
る
も
の（
以
下「
審
議

会
等
」と
い
い
ま
す
。）の
委
員
に
は
、

公
募
の
委
員
を
加
え
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。
た
だ
し
、
公
募
に
よ
る
委

員
の
選
出
が
適
当
で
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

加
え
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
審
議
会
等
の
構
成
員
に
つ
い
て

は
、
委
員
の
年
齢
、
性
別
、
職
種
、

他
の
審
議
会
等
と
の
重
複
等
を
考

慮
し
、
幅
広
い
人
材
を
登
用
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

３
　
審
議
会
等
の
会
議
は
、
原
則
と
し

て
公
開
し
ま
す
。

第
８
章
　
町
政
運
営
の
原
則

　（
町
政
の
運
営
）

第
　
条
　
町
長
等
は
、
情
報
共
有
、
町

25民
参
加
及
び
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
た
、
効
率
的
で
、
公
正

か
つ
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を

行
い
ま
す
。

２
　
町
長
等
は
、
事
業
の
実
施
に
当
た

り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
よ
う
に
努
め
、
計
画
、
実
施
、

評
価
及
び
改
善
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
た
自
治
体
経

営
を
推
進
し
ま
す
。

　（
説
明
責
任
）

第
　
条
　
町
は
、
政
策
の
計
画
、
実
施
、

26評
価
及
び
改
善
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過

程
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
や
効
果
等

を
町
民
等
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

２
　
町
は
、
町
民
か
ら
の
意
見
、
要
望
、

提
案
等
に
対
し
て
は
、
速
や
か
に
事

実
関
係
を
調
査
し
、
誠
実
に
応
答
し

ま
す
。

　（
総
合
計
画
）

第
　
条
　
町
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

27な
町
政
運
営
を
行
う
た
め
、
町
の
め

ざ
す
将
来
像
を
定
め
る
基
本
構
想
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
を

定
め
る
基
本
計
画
と
事
業
の
進
め

方
を
明
ら
か
に
す
る
実
施
計
画
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

２
　
町
は
、
総
合
計
画
を
最
上
位
の
計

画
と
位
置
付
け
、町
が
行
う
政
策
は
、

法
令
の
規
定
に
よ
る
も
の
や
緊
急

を
要
す
る
も
の
を
除
き
、
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

３
　
町
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
向
こ
う

3
ヶ
年
の
実
施
計
画
を
毎
年
度
見

直
す
と
と
も
に
、
事
業
の
進
行
を
管

理
し
、
そ
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　（
法
務
体
制
）

第
　
条
　
町
長
等
は
、
地
域
の
特
性
を

28生
か
し
た
質
の
高
い
政
策
を
実
行

す
る
た
め
、
自
主
的
な
法
令
の
解
釈

及
び
運
用
を
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
必
要
な

法
令
等
の
制
定
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
長
等
は
、前
項
の
目
的
の
た
め
、

職
員
の
法
務
に
関
す
る
能
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
自

主
的
な
研
修
等
に
対
し
、
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

　（
財
政
運
営
）

第
　
条
　
町
は
、
総
合
計
画
を
踏
ま
え

29た
中
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
と
連
動
し

た
予
算
編
成
に
よ
り
、
計
画
的
で
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
は
、
毎
年
度
の
予
算
及
び
決
算

そ
の
他
町
の
財
政
状
況
に
関
す
る

情
報
を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
公

表
し
ま
す
。

　（
行
政
評
価
）

第
　
条
　
町
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

30に
町
政
運
営
を
図
る
た
め
、
政
策
、

施
策
及
び
事
務
事
業
の
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
町
民
に
公
表
し
、

説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

２
　
町
は
、
前
項
の
評
価
の
結
果
を
町

民
に
分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
を
政
策
、
施
策

及
び
事
務
事
業
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

　（
行
政
手
続
）

第
　
条
　
町
は
、
町
民
の
権
利
利
益
の

31保
護
を
図
る
た
め
、
行
政
処
分
等
に

関
す
る
手
続
を
定
め
、
行
政
運
営
の

公
正
と
透
明
性
を
確
保
し
ま
す
。

２
　
前
項
の
手
続
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

第
９
章
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　（
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
）

第
　
条
　
町
は
、
町
民
の
生
命
、
財
産

32及
び
暮
ら
し
の
安
全
確
保
及
び
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に

は
、
総
合
的
か
つ
機
動
的
な
危
機
管

理
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
は
、
災
害
等
が
発
生
し
た
と
き

は
、
町
民
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関

な
ど
と
の
協
力
、
連
携
及
び
相
互
支

援
の
も
と
、
速
や
か
に
町
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

 （
人
と
自
然
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
）

第
　
条
　
町
民
と
町
は
、
豊
か
な
自
然

33と
恵
み
の
大
地
を
将
来
に
向
っ
て

子
孫
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
人
と
自
然

と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

２
　
町
民
と
町
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

３
　
町
民
と
町
は
、
資
源
循
環
型
社
会

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　（
子
育
て
と
人
づ
く
り
の
推
進
）

第
　
条
　
町
及
び
事
業
者
等
は
、偐
子

34ど
も
は
国
の
宝
、
社
会
の
宝
做
実
践

の
た
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
、
学
校
、
地
域
、
事
業
者
等
及

び
家
庭
は
、
連
携
し
て
子
ど
も
の
安

全
確
保
と
教
育
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
た

め
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
推

進
し
ま
す
。

３
　
町
は
、偐
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
做
の
観
点
か
ら
、
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
行
動

す
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
に
誇
り

を
持
ち
、
学
び
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
な

ど
、
町
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

　（
地
域
情
報
化
の
推
進
）

第
　
条
　
町
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活

35用
し
て
、
豊
富
な
情
報
と
知
識
に
よ

る
文
化
的
創
造
的
な
生
活
と
先
進

的
効
率
的
な
社
会
経
済
活
動
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
の
総
合
的
で
高

度
な
情
報
化
を
推
進
し
ま
す
。

第
　
章
　
最
高
規
範
性
等

10
　（
最
高
規
範
性
）

第
　
条
　
こ
の
条
例
は
、
町
が
定
め
る

36最
高
規
範
で
あ
り
、町
民
及
び
町
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重

し
ま
す
。

２
　
町
は
、
他
の
条
例
等
の
制
定
及
び

改
廃
又
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

計
画
の
策
定
や
変
更
を
行
う
と
き

は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て

整
合
性
を
図
り
ま
す
。

　（
条
例
の
見
直
し
）

第
　
条
　
町
は
、
５
年
を
超
え
な
い
期

37間
ご
と
に
、
こ
の
条
例
が
幌
延
町
に


